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青梅市農業委員会だより 創立 70周年記念号（1）

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
は
、
昭
和

26
年
の
農
業
委
員
会
法
制
定
に
あ

わ
せ
創
立
し
、
令
和
３
年
７
月
に

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
青
梅
市
も
、
本
年
４
月
を

も
っ
て
、
市
制
施
行
か
ら
70
周
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、
通

常
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
80
号

に
加
え
、
こ
の
た
び
、
特
別
に
農

業
委
員
会
だ
よ
り
記
念
号
を
発
行

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
創
立
70
周

年
記
念
号
を
委
員
在
職
中
に
発
行

で
き
ま
す
こ
と
と
、
挨
拶
を
寄
稿

で
き
ま
す
こ
と
の
光
栄
に
恵
ま
れ
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
青
梅
市
農
業
委
員
会
は
、

農
業
委
員
14
名
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
５
名
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
産
緑
地
指
定
基
準
の

変
更
、
生
産
緑
地
か
ら
特
定
生
産

緑
地
へ
の
移
行
、
農
地
貸
借
制
度

の
新
設
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
す
る
な
か
、
農
業
委

員
会
で
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
農

業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
の
課
題
と
し
て
、
農
業
を

営
む
方
々
の
高
齢
化
、
引
き
続
き

創
立
70
周
年
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
長
　
加
藤
　
仁
志

農
業
を
経
営
し
て
い
く
後
継
者
の

不
足
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
近
年
、
生
産

緑
地
を
貸
借
で
き
る
制
度
や
所
有

者
と
耕
作
者
の
貸
借
を
仲
介
す
る

農
地
中
間
管
理
機
構
を
設
置
す
る

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
青
梅

市
で
は
制
度
を
活
用
し
て
新
規
就

農
者
な
ど
が
遊
休
農
地
を
利
用
し

て
耕
作
し
、
作
物
を
生
産
し
て
地

元
の
方
に
安
心
安
全
な
食
べ
物
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
西
東
京
農
業
協
同
組
合
に

は
、
地
域
の
頼
り
に
な
る
組
織
と

し
て
、
農
機
具
の
貸
出
や
農
地
耕

作
の
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
、
農

業
者
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
制
度
が
で
き
て
70

年
が
過
ぎ
ま
す
。
代
々
の
会
長
を

は
じ
め
委
員
の
皆
様
、
行
政
担
当

の
方
々
、
地
域
の
農
家
の
方
々
の

御
尽
力
に
敬
意
を
表
し
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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令和３年（2021 年）8月

（2）

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
が
創
立
70

周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

都
市
近
郊
に
位
置
す
る
青
梅
市

で
は
、
多
様
な
農
畜
産
物
が
生
産

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
市
民
の

食
卓
に
新
鮮
で
安
全
に
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
生
産

に
関
わ
る
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
な
ど
、
本
市
の
農

業
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
貴
会
は

崇
高
な
理
念
の
も
と
、
豊
富
な
知

見
を
活
か
し
、
優
良
農
地
の
保
全

お
よ
び
遊
休
農
地
対
策
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
約
や
新
規
就
農
の

促
進
な
ど
、
数
々
の
重
要
な
役
割

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
が
め
で
た

く
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
に

あ
た
り
青
梅
市
議
会
を
代
表
し
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
発
足
以
来
、
青
梅
市

の
農
業
の
発
展
と
育
成
に
御
尽
力

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
制
施
行
か
ら
市
内
の
農
地
は

減
少
し
、
農
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
、
都
市
化
の
進
行
な
ど

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
農
業
委
員
会
法
改

正
で
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

青
梅
市
長
　
浜
中
　
啓
一

青
梅
市
議
会
議
長
　
鴨
居
　
孝
泰

を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
青
梅
市
で
は
ウ
メ
輪
紋

ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
多

く
の
梅
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
梅
の
里
再
生
に
向
け
立
ち
上

が
り
、
平
成
28
年
よ
り
梅
の
再
植

樹
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現

在
ま
で
に
約
５
千
本
を
再
植
樹
し
、

少
し
ず
つ
育
っ
て
い
る
梅
の
木
か

ら
、
今
年
は
多
く
の
梅
を
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス
被
害
を
受
け
た
農
地
に
お

け
る
肥
培
管
理
指
導
等
に
御
尽
力

い
た
だ
く
な
ど
、
梅
の
里
再
生
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
の
70
年
に

わ
た
る
輝
か
し
い
実
績
を
称
え
、

日
頃
の
御
貢
献
に
対
し
感
謝
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
青
梅
市
農
業

委
員
会
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
が
新
設
さ
れ
、
農
業
委
員
会

の
業
務
の
重
点
が
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
で
あ
る
こ
と
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
利
用
の
最

適
化
は
、
地
域
に
安
全
な
農
作
物

を
提
供
す
る
地
産
地
消
を
推
進
す

る
ほ
か
、
環
境
保
全
、
教
育
活
動

の
推
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
等
に
寄
与
し
、
青
梅
市
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
関
係
機

関
と
連
携
し
て
農
業
者
の
意
見
集

約
等
を
行
い
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
等

に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
よ
り
一
層
の
御
活
躍
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
委
員
会
の
益
々
の

御
発
展
と
関
係
各
位
の
御
健
勝
を

祈
念
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



令和３年（2021 年）8月

青梅市農業委員会だより 創立 70周年記念号（3）

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
の
創
立
70

周
年
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
農
協
は
、
こ
の

70
年
間
、
青
梅
市
の
農
地
の
維
持

と
農
業
の
発
展
に
向
け
共
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
に

規
制
改
革
会
議
よ
り
「
農
協
改
革

に
関
す
る
意
見
」
が
出
さ
れ
、
平

成
28
年
に
は
農
協
法
が
改
正
さ
れ
、

目
的
規
定
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
農
協
は
農
業
者
の
所
得
増

大
に
向
け
て
の
自
己
改
革
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
は

平
成
28
年
の
農
業
委
員
会
法
改
正

で
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
創
立
70
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
26
年
農
業
委
員
会
法
制
定

以
来
、
青
梅
市
農
業
委
員
会
は
長

年
に
わ
た
り
地
域
の
農
地
保
全
と

農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
28
年
農
業
委
員
会

法
改
正
後
は
、
新
制
度
に
よ
る
農

業
委
員
の
任
命
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、

新
た
な
体
制
で
の
活
動
に
邁
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
生
産
緑
地
法
の
改
正
に

対
応
し
、
特
定
生
産
緑
地
制
度
の

周
知
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
に
対

西
東
京
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
　
野
﨑
　
啓
太
郎

東
京
都
農
業
会
議
会
長

 

青
山
　
佾

改
正
法
の
も
と
に
組
織
運
営
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
制
度
で
は
、
条
例
に

よ
り
下
限
面
積
が
500
㎡
か
ら
300
㎡

に
変
更
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
条

例
の
制
定
と
恒
常
的
追
加
指
定
を

農
業
委
員
会
と
農
協
の
連
名
で
市

へ
要
望
書
を
提
出
し
、
条
例
制
定

に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
４
年
に
多
く
の
生
産
緑

地
が
30
年
を
迎
え
、
特
定
生
産
緑

地
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
新
た

に
10
年
間
延
長
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
少
し
で
も
農
地
の
維

持
保
全
を
図
る
た
め
、
指
定
に
向

け
て
市
と
農
業
委
員
会
と
農
協
で

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

農
業
環
境
は
ま
た
ま
だ
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
青
梅
市
の

農
地
と
農
業
の
維
持
発
展
に
は
青

梅
市
農
業
委
員
会
の
力
が
大
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
挨
拶
と

し
て
生
産
緑
地
の
下
限
面
積
引
き

下
げ
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出
し

て
そ
の
実
現
を
見
る
な
ど
、
都
市

農
地
の
保
全
に
も
大
変
大
き
な
役

割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
梅

市
に
は
市
街
化
区
域
だ
け
で
な
く

市
街
化
調
整
区
域
、
農
業
振
興
地

域
、
そ
し
て
中
山
間
地
域
と
非
常

に
幅
広
い
地
域
に
農
地
が
存
在
し
、

野
菜
を
中
心
に
、
果
樹
、
植
木
、

花
き
、
茶
、
水
稲
、
畜
産
な
ど
多

彩
な
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
が
各
地
域
，

各
部
門
が
抱
え
る
課
題
に
目
配
り

し
な
が
ら
、
農
地
の
保
全
と
有
効

活
用
、
新
規
就
農
者
を
含
む
担
い

手
の
確
保
や
支
援
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

青
梅
だ
け
で
な
く
東
京
の
農
業

を
リ
ー
ド
す
る
青
梅
市
農
業
委
員

会
の
さ
ら
な
る
御
活
躍
と
御
発
展

を
祈
念
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。
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農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ
き
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
は
じ
め
、
農
地
に
関
す
る
事
務

を
執
行
す
る
行
政
委
員
会
で
す
。

　

具
体
的
な
業
務
内
容
と
し
て
は
、

農
地
の
売
買
や
貸
借
の
許
可
、
遊

休
農
地
の
防
止
・
解
消
等
の
措

置
、
農
業
に
関
す
る
調
査
お
よ
び

情
報
の
提
供
、
日
々
の
農
地
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
月
に
１
度
以
上
、
総
会
を

行
い
農
地
等
に
関
す
る
議
題
に
つ

い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
の
独
自
の

活
動
と
し
て
は
、
年
２
回
以
上
の

農
業
委
員
会
だ
よ
り
（
広
報
誌
）

の
発
行
、
市
内
の
ほ
場
で
田
植
え

と
稲
刈
り
を
行
う
親
子
農
業
体
験

会
の
実
施
、
青
梅
市
農
業
祭
等
の

催
事
へ
の
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
は
、
昭
和

26
年
７
月
に
委
員
数
20
名
を
も
っ

て
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
の
合
併
や
条
例
改

正
を
経
て
、
平
成
23
年
７
月
の
改

選
以
降
は
、
19
名
の
農
業
委
員
で

構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
28
年
４
月
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
市
長

選
任
制
お
よ
び
選
挙
制
の
併
用
を

も
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
た
農
業
委

員
は
、
市
議
会
の
同
意
を
要
件
と

す
る
市
長
任
命
制
の
み
に
よ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
農
業
委

員
の
構
成
員
と
し
て
、
認
定
農
業

者
が
一
定
数
い
る
こ
と
、
農
業
者

以
外
の
中
立
な
立
場
の
者
が
１
名

以
上
在
籍
し
て
い
る
こ
と
等
が
要

件
と
し
て
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
等
を
進

め
て
い
く
た
め
、
農
業
委
員
会
の

現
場
活
動
を
支
え
る
役
割
を
担
う

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
梅
市
で
は
平
成
29
年
７
月
の

改
選
以
降
、
14
名
の
農
業
委
員
と

５
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
も
っ
て
、
農
業
委
員
会
が
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
部
会
に
つ
い
て
も
、

昭
和
32
年
に
は
じ
め
て
選
出
区
に

よ
る
地
区
部
会
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
変
遷
を
経
て
、
昭

和
53
年
に
自
主
的
な
専
門
部
会
と

し
て
設
置
し
た
現
在
の
農
政
部
会
、

経
営
部
会
、
土
地
部
会
の
３
部
会

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
長
、
会
長
職
務
代
理
、

各
部
会
長
は
、
市
の
農
業
振
興
対

策
審
議
会
や
食
育
推
進
会
議
な
ど
、

農
業
に
関
わ
る
各
種
団
体
の
推
薦

委
員
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

農政部会 経営部会 土地部会

活動内容
農業委員会だより発行

（農業関連の情報発信）
親子農業体験会実施
（田植え、稲刈り）

農地調査
（生産緑地ほか）

所属人数
（令和３年７月現在）

６人 ６人 ５人

部会長 鈴木　清 川鍋　新一 川口　勲

農
業
委
員
会
の
概
要

組
織
の
変
遷
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農業委員名簿

（平成２３年７月２０日～平成２６年７月１９日）

　農業委員 福島　正文 　農業委員◇ 下田　盛俊 　農業委員 秋本　佳成

　農業委員 奥住　康宏 　農業委員○ 伊藤　　巌 　農業委員 大野　富久

　農業委員◎ 川鍋良一郎 　農業委員 町田　秀夫 　農業委員 松永　幸治

　農業委員◇ 鴻井　伸二 　農業委員 山田　敏夫 　農業委員 中里　　晃

　農業委員 篠田　好則 　農業委員 鈴木　信生 　農業委員 石井　　功

　農業委員 小村　　明 　農業委員◇ 工藤　浩司 　◎会長 ◇議員選出

　農業委員 福岡　広幸 　農業委員 加藤　信也 　○会長職務代理

農業委員名簿

（平成２６年７月２０日～平成２９年７月１９日）

　農業委員 福岡　広幸 　農業委員 大越　文男 　農業委員○ 篠田　好則

　農業委員 加藤　信也 　農業委員◇ 野島　資雄 　農業委員 清水　昭男

　農業委員 島﨑　万吉 　農業委員 山田　敏夫 　農業委員 輪千　　茂

　農業委員◇ 大勢待利明 　農業委員 吉永　　武 　農業委員◇ 下田　盛俊

　農業委員 丹生　　守 　農業委員 志村　達也 　農業委員 青木　初雄

　農業委員 町田　秀夫 　農業委員◎ 福島　正文 　◎会長 ◇議員選出

　農業委員 大野　富久 　農業委員 石井　　功 　○会長職務代理

農業委員、農地利用最適化推進委員名簿

（平成２９年７月２０日～令和２年７月１９日）

　農業委員 大越　文男 　農業委員 加藤　仁志 　推進委員 小峰　敏明

　農業委員 高野　公男 　農業委員 鈴木　　清 　推進委員 川鍋　新一

　農業委員◎ 福島　正文 　農業委員 輪千　　茂 　推進委員 川口　　勲

　農業委員 清水　昭男 　農業委員 丹生　　守 　推進委員 鈴木　信義

　農業委員 島﨑　万吉 　農業委員○ 吉永　　武 　推進委員 影山　正弘

　農業委員 青木　初雄 　農業委員 和田　敏信 　◎会長

　農業委員 石川　雅章 　農業委員 森谷　宏幸 　○会長職務代理

農業委員、農地利用最適化推進委員名簿

（令和２年７月２０日～現在）

　農業委員 久保田正寿 　農業委員 町田　五郎 　推進委員 福島　義則

　農業委員 川鍋　新一 　農業委員 川口　　勲 　推進委員 髙山　庫夫

　農業委員 八木　克己 　農業委員○ 小峰　敏明 　推進委員 新井　博士

　農業委員 野村　貞良 　農業委員 森谷　宏幸 　推進委員 影山　正弘

　農業委員 石川　雅章 　農業委員 高野　公男 　推進委員 鈴木　信義

　農業委員 森田　泰夫 　農業委員 鈴木　　清 　◎会長

　農業委員 梅田　幸次 　農業委員◎ 加藤　仁志 　○会長職務代理
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近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
と
し
て
、
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
や
遊
休
農
地
の
解
消
等
を

目
的
に
、
新
た
な
法
律
の
施
行
や

改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
実
施
さ
れ
た
法

整
備
等
の
中
で
、
農
業
委
員
会
の

活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
、
主

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
平
成
26

年
３
月

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

各
都
道
府
県
に
ひ
と
つ
だ
け
設
置

さ
れ
て
い
る
農
地
中
間
管
理
機
構

が
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対

象
に
土
地
所
有
者
と
借
り
手
を
つ

な
ぎ
、
安
心
し
て
農
地
貸
借
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
現
在
、
東
京
都
の

農
地
中
間
管
理
機
構
に
は
、
一
般

社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
29

年
５
月

　

生
産
緑
地
法
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
４
年
以
降
に
指
定

さ
れ
た
生
産
緑
地
が
30
年
の
期
限

を
迎
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
農
地

が
転
用
さ
れ
て
し
ま
う
２
０
２
２

年
問
題
を
防
ぐ
た
め
、
新
た
に
特

定
生
産
緑
地
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
現
在
、

多
く
の
生
産
緑
地
が
特
定
生
産
緑

地
に
移
行
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

◆
平
成
30

年
９
月

　

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
困

難
で
あ
っ
た
生
産
緑
地
の
貸
借
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受

け
て
い
る
農
地
も
貸
借
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
30

年
11

月

　

農
地
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
通
常
、
農
地
転
用
を
要
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
き
の
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
農
作
物
栽
培
高
度
化
施
設

に
限
り
、
農
地
法
に
規
定
さ
れ
る

農
地
と
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
元
年
11

月

　

青
梅
市
の
生
産
緑
地
地
区
指
定

基
準
等
が
改
正
さ
れ
、
面
積
要
件

が
500
㎡
か
ら
300
㎡
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
他
、
指
定
対
象
と
な
る
一
団

の
も
の
の
区
域
等
の
取
扱
い
が
変

更
さ
れ
、
指
定
要
件
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

◆
令
和
２
年
４
月

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
農
業
振
興
地

域
内
の
農
地
の
み
を
事
業
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
市
街
化
区
域

以
外
の
農
地
（
市
街
化
調
整
区
域

お
よ
び
未
線
引
き
区
域
の
農
地
）

す
べ
て
に
事
業
対
象
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
を

 
取
り
巻
く
環
境

主な法整備等

平成 26 年 3 月 　農地中間管理事業の推進に関する法律の施行（農業振興地域内農地の貸借）

平成 26 年 4 月 　農地法改正（農地台帳・地図のシステム化等）

平成 28 年 4 月 　農業委員会法の改正（選出方法の変更、農地利用最適化推進委員の新設等）

平成 29 年 5 月 　生産緑地法改正（特定生産緑地制度の新設等）

平成 30 年 9 月 　都市農地貸借円滑化法の施行（生産緑地の貸借）

平成30年11月 　農地法の改正（農作物栽培高度化施設の制定等）

令和元年 11 月 　生産緑地地区指定基準等の改正（面積要件の引き下げ等）

令和 2 年 4 月 　農地中間管理事業の推進に関する法律の改正（事業対象の拡大等）
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青
梅
市
農
業
委
員
会
は
遊
休
農

地
防
止
等
の
観
点
か
ら
農
地
の
集

約
・
集
積
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
等
に
よ
り
農
業
の
継
続

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
農
地

所
有
者
か
ら
、
認
定
農
業
者
や
認

定
新
規
就
農
者
と
い
っ
た
担
い
手

へ
農
地
集
約
す
る
こ
と
で
、
農
地

利
用
の
最
適
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
７
月
現
在
、
市
内
の

認
定
農
業
者
数
は
53
名
、
認
定
新

規
就
農
者
は
11
名
と
な
り
、
10
年

前
と
比
較
し
て
担
い
手
の
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
農
地
の
売

買
や
貸
借
に
よ
る
流
動
化
、
市
民

農
園
の
開
設
等
に
よ
り
耕
作
農
地

面
積
の
減
少
に
も
歯
止
め
が
か
か

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
制
度
を
活
用
し

て
農
地
の
集
約
・
集
積
化
を
進
め
、

地
域
の
農
業
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

市
内
農
地
の
集
約
・
集
積
化

農地集約面積（単位：a）

　　　　　　　　年度
　法令

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

農地法第 3 条許可
（所有権移転）

2.3 8.9 9.6 10.0 3.5 17.6 13.4 8.1 19.4 31.3

農地法第 3 条許可
（貸借権設定）

0 0 0 0.6 0 0 0 0.8 0.5 5.0

農用地利用集積
（利用権設定）

7.0 3.0 14.7 17.0 42.3 56.3 64.0 17.4 37.7 27.7

農用地利用配分
（中間管理事業）

- - - 0 0 0 0 3.3 3.6 0

都市農地貸借円滑化法 - - - - - - - 0 0 2.8

農業委員会活動実績（2020 年度）

農地法第 4 条第 1 項第 8 号
届出処理

（権利移動しない農地転用）
58 筆 ・ 158.8a 農業委員会総会 13 回開催

農地法第 5 条第 1 項第 7 号
届出処理

（権利移動を伴う農地転用）
231 筆 ・ 613.8a 農業委員会全員協議会 14 回開催

特定農地貸付の承認 6 筆 ・  47.0a 農業委員会だより発行 2 回（9 月号、1 月号）

生産緑地にかかる農業の
主たる従事者証明

13 筆 ・ 110.0a
親子農業体験会

（田植え、稲刈り）
新型コロナウイルス、
台風の影響により中止

相続税納税猶予に関する
適格者証明

19 筆 ・ 158.1a 生産緑地調査
すべての生産緑地を

現地調査（8 ～ 10 月）

引き続き農業経営を
行っている旨の証明

258 筆 ・1659.3a 農振農用地調査
すべての農振農用地を
現地調査（8 ～ 9 月）
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青
梅
市
に
お
い
て
、
ウ
メ
は
『
青

梅
』
の
地
名
の
由
来
と
な
る
な
ど

古
く
か
ら
ゆ
か
り
が
あ
る
と
同
時

に
、
農
業
・
観
光
業
の
面
か
ら
、

長
い
間
、
重
要
な
産
業
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
梅
郷
地
区
は
梅
の
加
工
や

樹
苗
等
で
生
計
を
立
て
る
農
家
が

数
多
く
存
在
し
、
ま
た
梅
の
公
園

は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
日
本

有
数
の
観
梅
の
名
所
と
し
て
も
広

く
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
平
成
21
年
４
月
、
青
梅

市
内
で
は
じ
め
て
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ

ル
ス
（
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
確
認

さ
れ
る
と
、
緊
急
防
除
対
策
の
一

環
で
、
市
内
で
多
く
の
梅
樹
が
伐

採
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
青
梅
市
は
梅
の

里
再
生
計
画
を
策
定
し
、
国
や
都

と
連
携
し
て
感
染
樹
廃
棄
の
徹
底

や
感
染
経
路
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
防
除
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
農

地
内
の
ウ
メ
等
の
伐
採
に
際
し
て

税
務
署
と
協
議
し
、
防
除
区
域
内

農
地
は
指
定
解
除
後
の
再
植
樹
等

を
条
件
に
、
作
付
け
が
さ
れ
て
い

な
い
状
態
で
も
農
地
と
み
な
す
『
ウ

メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
感
染
植
物
の
廃

棄
処
分
後
に
お
け
る
農
地
の
肥
培

等
管
理
基
準
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
感
染
対
策
に
よ
り

伐
採
さ
れ
た
農
地
は
、
相
続
税
納

税
猶
予
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と

が
な
く
な
り
、
農
家
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
感
染
対
策
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
令
和
３
年
４
月
よ
り
、

そ
れ
ま
で
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ

て
い
た
ウ
メ
の
再
植
樹
が
、
青
梅

市
全
域
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
の
独
自
事
業
と
し
て

感
染
状
況
調
査
お
よ
び
ア
ブ
ラ
ム

シ
防
除
等
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
農
業
委
員
会
で
は
、
創
立

70
周
年
の
記
念
お
よ
び
ウ
メ
の
再

生
を
祝
し
、
『
青
梅
』
の
由
来
と

な
っ
た
金
剛
寺
血
筋
の
ウ
メ
の
木

を
市
役
所
庁
舎
前
に
記
念
樹
と
し

て
植
樹
予
定
で
す
。

　

市
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
に
つ
き
ま
し
て
、
長
い
間
、
御

理
解
・
御
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
梅
市
の
ウ
メ
に
つ
い
て

（
梅
の
公
園
よ
り
）

　

青
梅
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は

そ
の
時
々
の
情
報
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
新
た
な
法
の
施
行
な
ど
農

業
を
と
り
ま
く
環
境
を
広
く
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
２
月
に
発
行
を
開
始

し
て
、
令
和
３
年
７
月
現
在
、
第

80
号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
第
１

号
の
主
な
記
事
は
、
「
新
し
い
農

業
委
員
選
ば
れ
る
」
「
宅
地
並
み

課
税
撤
廃
廃
止
運
動
成
果
を
得

る
」
「
農
業
展
盛
大
に
開
か
れ
る
」

な
ど
で
、
農
業
委
員
会
活
動
状
況
、

農
地
の
税
金
問
題
、
催
事
等
を
、

現
在
に
至
る
ま
で
引
き
続
き
関
心

の
高
い
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
業
委
員
会
や
農
業

者
団
体
の
活
動
状
況
報
告
の
他
、

農
家
の
方
々
に
関
わ
る
様
々
な
情

報
の
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

 

発
行
に
つ
い
て


